
一

は
じ
め
に

中
世
の
文
体
に
は
、
片
仮
名
を
用
い
る
も
の
と
し
て
『
平
家
物
語
（
延
慶

本
）』
や
『
太
平
記
』
な
ど
の
よ
う
に
漢
字
を
主
体
と
す
る
文
体
や
、『
方
丈
記

（
大
福
光
寺
本
）』
の
よ
う
に
片
仮
名
を
主
体
と
し
て
漢
字
を
交
え
る
文
体
が
あ

り
、
和
漢
混
淆
文
の
系
統
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
平
仮
名
に
よ
る

も
の
は
、
中
古
の
和
文
体
か
ら
変
質
し
た
も
の
で
、『
徒
然
草
』
の
よ
う
な
擬

古
文
と
よ
ば
れ
る
も
の
や
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
よ
う
に
和
文
体
を
継
ぎ
な

が
ら
和
漢
混
淆
現
象
を
含
む
も
の
が
あ
る
。
片
仮
名
を
主
と
し
て
用
い
る
系
統

で
は
、
片
仮
名
表
記
を
用
い
る
程
度
や
漢
文
訓
読
の
影
響
に
も
様
々
な
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
よ
う
に
平
仮
名
を
主

と
し
た
文
章
で
は
、
表
記
法
は
中
古
の
和
文
体
に
近
い
傾
向
を
見
せ
る
が
、
漢

文
訓
読
語
や
漢
語
を
も
含
ん
で
い
る
。
片
仮
名
に
よ
る
文
章
の
系
統
に
比
べ
て
、

宇
治
拾
遺
物
語
の
語
彙
と
文
体

九

こ
れ
ら
の
漢
文
訓
読
調
の
要
素
は
少
な
く
従
属
的
な
も
の
と
言
え
る
が
、
こ
れ

を
中
古
の
『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
文
章
と
比
べ
る
と
漢
文
訓
読
調
の
要
素
は
必

ず
し
も
少
な
い
と
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
、
一
定
量
の
漢
文
訓
読
調
の
要
素
を
含

む
点
を
特
質
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
古
の
平
仮
名
文
は
和
文
体
の

文
体
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
中
世
の
平
仮
名
文
で
は
、
語
彙
・
語
法

の
面
で
は
漢
文
訓
読
調
の
要
素
を
多
く
含
む
も
の
が
出
て
く
る
。
桜
井
光
昭
氏

は
、
こ
の
よ
う
な
表
記
法
と
語
彙
・
語
法
の
観
点
を
総
合
し
て
文
体
を
と
ら
え

る
立
場
か
ら
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
よ
う
に
和
漢
混
淆
現
象
が
見
ら
れ
る
文

章
（
言
語
作
品
）
で
、
し
か
も
、
中
古
の
和
文
体
の
表
記
法
の
体
系
を
有
す
る

文
体
を
「
中
世
和
文
体
」
と
称
す
る
こ
と
を
提
唱
さ
れ
た
。

和
漢
混
淆
現
象
そ
の
も
の
は
す
で
に
上
代
の
宣
命
や
『
万
葉
集
』
の
一
部
の

和
歌
な
ど
に
さ
え
見
ら
れ
、
古
く
か
ら
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
が
、

中
古
以
降
の
平
仮
名
文
で
書
か
れ
た
和
文
体
の
作
品
に
漢
文
訓
読
調
の
要
素
が

宇
治
拾
遺
物
語
の
語
彙
と
文
体

｜
｜
古
事
談
と
の
比
較
を
通
し
て
｜
｜

藤

井

俊

博



あ
る
場
合
、
こ
れ
を
用
い
る
理
由
は
様
々
な
面
か
ら
説
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
和
文
的
な
性
質
が
強
い
と
思
わ
れ
る
『
源
氏
物
語
』
で
も
、
僧
侶

や
博
士
な
ど
の
よ
う
な
男
性
の
漢
文
に
馴
れ
た
人
物
の
会
話
文
に
用
い
る
事

例
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
顕
著
な
例
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
男
性

作
者
に
よ
る
『
竹
取
物
語
』『
宇
津
保
物
語
』（
俊
陰
巻
）『
土
左
日
記
』
な
ど

の
平
仮
名
文
で
、
地
の
文
で
漢
文
訓
読
調
の
要
素
が
用
い
ら
れ
て
い
る
理
由
に

つ
い
て
は
、
種
々
に
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

桜
井
氏
の
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
平
仮
名
文
の
表
記
体
系
が
和
文
体
の
文
章
に

対
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
平
仮
名
を
主
と
し
た
『
宇
治
拾
遺
物

語
』
に
漢
文
訓
読
調
の
要
素
が
混
入
す
る
の
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
右
に
挙
げ
た
中
古
の
作
品
群
と
異
な
り
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
場

合
は
い
く
つ
か
の
出
典
を
編
集
し
て
で
き
た
説
話
集
で
あ
る
た
め
、
そ
の
中
の

漢
文
訓
読
調
の
要
素
が
、
出
典
と
な
る
文
献
か
ら
の
影
響
に
よ
る
の
で
あ
る
か
、

編
者
独
自
の
表
現
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
本
稿

で
比
較
に
用
い
る
『
古
事
談
』
は
、
益
田
勝
美
氏
に
よ
っ
て
出
典
の
一
つ
と
し

て
確
実
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
片
仮
名
書
き
を
適
宜
含
む
が
、
語

彙
・
語
法
の
点
で
は
典
型
的
な
変
体
漢
文
の
要
素
を
持
っ
た
文
体
で
あ
り
、
漢

文
訓
読
調
の
要
素
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。『
宇
治
拾
遺
物

語
』
に
お
い
て
、『
古
事
談
』
と
い
う
変
体
漢
文
の
文
献
を
平
仮
名
文
の
和
文

体
に
翻
案
す
る
に
際
し
て
、
い
か
な
る
文
体
の
変
換
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
変
体
漢
文
か
ら
和
漢
混
淆
文
が
生
み
出
さ
れ
る
一

つ
の
例
と
し
て
、
格
好
の
材
料
を
提
供
す
る
例
と
し
て
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、『
古
事
談
』
と
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
用
語
を
取
り
上
げ
、
右
の

点
を
検
討
し
た
い
。

二

古
事
談
か
ら
宇
治
拾
遺
物
語
へ
の
翻
案

山
岡
敬
和
氏
は
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
文
体
が
『
古
事
談
』
を
い
か
に
翻

案
し
て
成
立
し
た
か
に
つ
い
て
、「
漢
文
訓
読
文
・
記
録
文
で
使
わ
れ
る
語
句
、

表
現
を
和
文
体
の
語
句
、
表
現
へ
と
書
き
改
め
て
お
り
、
こ
の
改
変
は
各
話
に

重
複
し
て
見
ら
れ
る
」「
宇
治
拾
遺
編
者
は
、『
古
事
談
』
に
お
け
る
漢
文
表
現

の
難
解
な
箇
所
に
関
し
て
、
徹
底
し
た
削
除
・
簡
略
化
を
試
み
て
、
和
文
体
の

文
脈
に
取
り
込
ん
で
、
新
た
に
再
生
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
桜
井
光
昭
氏
は
、
山
岡
氏
の
挙
げ
た
例
に
対
し
て
、「
あ
ひ
だ
」

の
よ
う
に
『
古
事
談
』
の
表
現
を
受
け
継
い
だ
記
録
語
の
表
現
が
あ
る
こ
と
や
、

独
自
に
漢
文
訓
読
調
の
語
法
で
あ
る
「
し
て
」
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

和
文
化
の
傾
向
に
は
例
外
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
説
話
に
よ
っ
て
漢
文
訓
読

調
と
和
文
調
が
様
々
に
混
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
桜

井
氏
の
論
に
お
い
て
は
、
出
典
の
影
響
に
つ
い
て
の
考
証
は
本
格
的
に
な
さ
れ

て
お
ら
ず
、
部
分
的
な
指
摘
に
止
ま
る
。
本
稿
で
は
片
仮
名
混
じ
り
の
変
体
漢

文
で
あ
る
『
古
事
談
』
を
出
典
と
す
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
、
両
書
の
表
現
の

宇
治
拾
遺
物
語
の
語
彙
と
文
体

一
〇



対
応
箇
所
を
取
り
上
げ
、
漢
語
や
変
体
漢
文
特
有
語
・
漢
文
訓
読
特
有
語
が
ど

の
よ
う
に
翻
案
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
、『
今
昔
物
語

集
』
は
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
こ
と
と
し
、『
古
事
談
』
の
漢
語

の
認
定
な
ら
び
に
本
文
の
引
用
に
つ
い
て
は
小
林
保
治
校
注
『
古
事
談

上
・

下
』（
現
代
思
潮
社
）
を
用
い
た
。
そ
の
他
の
作
品
の
用
例
の
有
無
に
つ
い
て

は
、
宮
島
達
夫
『
古
典
対
照
語
い
表
』
を
手
が
か
り
と
し
、『
万
葉
集
総
索
引
』

（
正
宗
敦
夫
）『
九
本
対
照
竹
取
物
語
語
彙
索
引
』（
上
坂
信
男
）『
伊
勢
物
語
総

索
引
』（
大
野
晋
・
辛
島
稔
子
）『
大
和
物
語
語
彙
索
引
』（
塚
原
鉄
雄
・
曽
田

文
雄
）『
土
左
日
記
総
索
引
』（
日
本
大
学
文
理
学
部
国
文
学
研
究
室
）『
か
げ

ろ
ふ
日
記
総
索
引
』（
佐
伯
梅
友
・
伊
牟
田
経
久
）『
枕
草
子
本
文
及
び
総
索

引
』（
榊
原
邦
彦
）『
宇
津
保
物
語
本
文
と
索
引
』（
宇
津
保
物
語
研
究
会
）『
源

氏
物
語
大
成

索
引
篇
』（
池
田
亀
鑑
）『
三
宝
絵
自
立
語
索
引
』（
馬
淵
和
夫
）

『
紫
式
部
日
記
用
語
索
引
』（
東
京
教
育
大
学
中
古
文
学
研
究
部
会
）『
更
級
日

記
総
索
引
』（
東
節
夫
・
塚
原
鉄
雄
・
前
田
欣
吾
）『
校
本
大
鏡
総
索
引
』（
秋

葉
安
太
郎
）『
浜
松
中
納
言
物
語
総
索
引
』（
池
田
利
夫
）『
栄
花
物
語
本
文
と

索
引

自
立
語
索
引
篇
』（
高
知
大
学
人
文
学
部
国
語
史
研
究
会
）『
方
丈
記
総

索
引
』（
青
木
伶
子
）『
徒
然
草
総
索
引
』（
時
枝
誠
記
）『
平
家
物
語
総
索
引
』

（
金
田
一
春
彦
・
清
水
功
・
近
藤
政
美
）『

版

平
安
遺
文
』（
東

京
大
学
資
料
編
纂
所
）『
古
本
節
用
集
六
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』（
中
田
祝

宇
治
拾
遺
物
語
の
語
彙
と
文
体

一
一

夫
）
に
依
っ
た
。

【
漢
語
の
踏
襲
】

ま
ず
、『
古
事
談
』
の
漢
語
が
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
た
も
の
を
あ
げ
て
お
く
。

『
古
事
談
』
で
用
い
ら
れ
た
漢
語
が
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
対
応
本
文
で
そ
の

ま
ま
踏
襲
さ
れ
た
も
の
の
多
く
を
占
め
る
の
は
具
体
的
な
人
や
事
物
を
表
す
名

詞
の
類
で
あ
る
が
、
紙
数
の
関
係
で
、
こ
こ
で
は
サ
変
動
詞
や
、
動
作
性
・
状

態
性
の
意
味
を
含
み
持
つ
名
詞
に
限
っ
て
挙
げ
る
こ
と
に
し
た
。（
か
っ
こ
内

の
数
字
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
説
話
番
号
）

不
食
（
六
〇
）、
加
持
す
（
六
一
）、
蘇
生
す
（
六
一
）、
安
置
す
（
六
三
）、

御
感
（
六
六
・
一
一
六
）、
誦
す
（
六
八
）、
談
ず
（
六
八
）、
修
す
（
六

九
）、
請
ず
（
六
九
）、
数
刻
（
一
一
七
）、
啓
白
す
（
一
一
七
）、
会
釈
す

（
一
三
五
）、
子
細
（
一
三
五
）、
無
礼
（
一
三
五
）、
建
立
す
（
一
八
四
）、

呪
咀
す
（
一
八
四
）、
御
覧
ず
（
一
八
八
）

こ
れ
ら
の
う
ち
、
中
古
・
中
世
の
平
仮
名
文
の
和
文
体
の
作
品
に
お
い
て
見
ら

れ
る
も
の
が
大
半
を
占
め
る
。

「
加
持
す
」（
蜻
蛉
日
記
・
枕
草
子
・
源
氏
物
語
・
紫
式
部
日
記
）、「
誦

す
」（
枕
草
子
・
源
氏
物
語
）、「
談
ず
」（
徒
然
草
）、「
修
す
」（
徒
然
草
）、

「
請
ず
」（
大
鏡
）、「
会
釈
す
」（
浜
松
中
納
言
物
語
）、「
子
細
」（
源
氏
物

語
）、「
無
礼
」（
源
氏
物
語
・
大
鏡
）、「
建
立
す
」（
大
鏡
）、「
啓
白
す
」



（
栄
花
物
語
）、「
御
覧
ず
」（
竹
取
物
語
・
蜻
蛉
日
記
・
枕
草
子
・
源
氏
物

語
・
紫
式
部
日
記
・
更
級
日
記
・
大
鏡
）

ま
た
、
こ
の
他
の
も
の
で
も
、「
蘇
生
す
」
が
『
三
宝
絵
（
観
智
院
本
）』、「
安

置
す
」（
方
丈
記
・
徒
然
草
）、「
御
感
」
が
『
平
家
物
語
』、「
呪
咀
す
」
が

『
三
宝
絵
（
観
智
院
本
）』
な
ど
、
漢
文
訓
読
調
の
要
素
が
多
く
混
じ
る
、
中

古
・
中
世
の
資
料
に
範
囲
を
広
げ
る
と
用
例
が
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

な
お
、「
不
食
」「
数
刻
」
は
こ
れ
ら
の
作
品
に
も
用
例
が
見
出
せ
な
い
が
、

「
不
食
」
は
『
饅
頭
屋
本
節
用
集
』
に
、「
数
刻
」
は
『
明
応
本
節
用
集
』『
天

正
本
節
用
集
』『
黒
本
本
節
用
集
』『
易
林
本
節
用
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
二
語
は
例
外
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
踏
襲
さ
れ
た

漢
語
は
、
和
文
体
や
和
漢
混
淆
文
体
に
お
い
て
見
ら
れ
る
も
の
と
言
え
る
。

【
漢
語
の
翻
案
】

次
に
、『
古
事
談
』
の
漢
語
が
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
別
の
語
に
翻
案
さ
れ

た
場
合
を
あ
げ
る
。
こ
れ
に
は
和
語
に
翻
案
さ
れ
る
場
合
と
、
別
の
漢
語
に
翻

案
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
人
物
や
事
物
を
表
す
名
詞
も
含
め

て
あ
げ
る
。

漢
語
か
ら
和
語
へ
翻
案
す
る
場
合

こ
れ
は
、
さ
ら
に
、

逐
語
的
な
翻
訳
の
場
合
、

漢
語
の
一
部
の
要
素
を

と
る
場
合
、

別
語
に
置
き
換
え
る
場
合
、
に
三
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

逐
語
的
な
翻
訳
の
場
合

無
双
（

な
ら
び
な
き
）
六
四

死
者
（

死
ぬ
る
も
の
）
六
七

参
向
（

参
り
む
か
ひ
て
）
六
七

乱
入
（

入
乱
れ
た
り
）
一
一
七

路
傍
（

路
の
か
た
は
ら
）
一
三
五

懐
紙
（

懐
よ
り
紙
を
）
一
八
四

漢
語
の
一
部
の
要
素
を
と
る
場
合

参
詣
（

参
り
け
る
）
六
〇
・
六
四

転
読
（

読
た
て
ま
つ
り
た
る
者
也
）
六
〇

及
死
門
（

死
な
ん
と
す
る
）
六
〇

女
房
（

女
な
）
六
〇

「
女
房
」
は
蜻
蛉
日
記
・
枕
草
子
・
源
氏
物
語
・
更
級
日
記
・
大
鏡

に
例
が
あ
る
。

来
臨
病
室
（

来
れ
り
）
六
〇

病
僧
（

此
僧
）
六
〇

造
立
（

作
れ
る
）
六
三

依
微
運
（

運
お
ろ
そ
か
に
し
て
）
六
四

過
分
之
（

身
に
過
た
る
）
六
四

祈
請
（

祈
申
に
）
六
四

宇
治
拾
遺
物
語
の
語
彙
と
文
体

一
二



後
日
（

後
に
）
六
五

御
寝
（

御
と
の
ご
も
り
）
六
六

不
覚
悟
（

お
ぼ
え
ざ
る
）
六
六

魚
肉
（

魚
）
六
七

下
向
之
（

下
る
）
六
七

魚
味
（

魚
）
六
七

後
日
（

後
に
は
）
六
七

使
者
等
（

使
）
六
七

帰
路
（

帰
る
に
）
六
八

末
文
（

末
の
句
）
六
八

他
事
（

こ
と
事
）
六
九

数
輩
（

そ
の
数
）
一
一
七

任
国
（

国
）
一
三
五

下
向
（

下
け
る
）
一
三
五

老
翁
（

翁
）
一
三
五

愚
父
（

父
）
一
三
五

寺
門
（

門
）
一
八
四

罪
科
（

咎
）
一
八
四

別
語
に
置
き
換
え
る
場
合

体
（

あ
り
さ
ま
）
六
〇

宇
治
拾
遺
物
語
の
語
彙
と
文
体

一
三

普
通
事
（

う
ち
ま
か
せ
た
る
事
）
六
〇

不
廻
時
刻
（

程
な
く
）
六
〇

寵
愛
（

思
は
れ
参
ら
せ
て
）
六
〇

卒
去
之
（

死
﹇
ぬ
〕
る
）
六
一

遺
言
事
（

い
ひ
を
﹇
お
〕
く
べ
き
事
）
六
一

数
体
（

お
ほ
く
の
）
六
三

窮
屈
シ
テ
（

く
づ
お
﹇
ほ
〕
れ
て
）
六
七

疾
病
（

ゑ
﹇
え
〕
や
み
）
六
七

難
（

事
）
六
七

子
細
（

よ
し
）
六
七
、（

か
ゝ
る
事
の
あ
る
は
い
か
ゞ
と
）
一
八
四

「
子
細
」
は
、
踏
襲
で
も
挙
げ
た
よ
う
に
源
氏
物
語
に
例
が
あ
る
。

引
率
（

お
こ
し
て
）
六
九

所
作
（

す
る
事
）
一
一
七

賊
徒
（

盗
人
共
）
一
一
七

有
御
出
仕
（

ま
い
﹇
ゐ
〕
ら
せ
給
け
る
に
）
一
八
四

毎
日
（

い
つ
も
）
一
八
四

白
状
（

語
﹇
か
た
り
〕
を
）
一
八
四

以
上
の
よ
う
に
、
漢
語
か
ら
和
語
に
置
き
換
え
る
場
合
は
、
漢
語
を
そ
の
ま

ま
踏
襲
す
る
場
合
に
比
べ
て
多
く
の
例
が
見
ら
れ
る
。
も
と
に
な
っ
た
『
古
事

談
』
の
漢
語
は
、『
源
氏
物
語
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
女
房
」「
子
細
」
な
ど
を



除
け
ば
、
中
古
の
平
仮
名
文
の
和
文
体
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
踏
襲
さ
れ
た
漢
語
と
性
質
が
違
い
、
和
文

で
は
一
般
的
で
な
い
も
の
と
思
わ
れ
、
山
岡
敬
和
氏
の
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
は
、
漢
文
訓
読
臭
の
あ
る
難
解
な
漢
語
に
対
し
て
は
、

平
易
な
和
語
に
置
き
換
え
よ
う
と
す
る
態
度
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

漢
語
か
ら
別
の
漢
語
へ
翻
案
す
る
場
合

八
旬
（

八
十
）
六
〇
、
気
（

け
し
き
）
六
〇
、
制
止
シ
テ
（

制
し

て
）
一
三
五
、
引
率
（

具
し
て
）
一
三
五
、
施
術
（

呪
咀
）
一
八
四
、

御
見
物
（

御
覧
）
一
八
八

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
用
い
て
い
る
「
け
し
き
」（
竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
・

古
今
集
・
蜻
蛉
日
記
・
源
氏
物
語
・
紫
式
部
日
記
・
更
級
日
記
・
大
鏡
）、「
制

す
」（
竹
取
物
語
・
枕
草
子
・
源
氏
物
語
・
紫
式
部
日
記
・
大
鏡
）、「
具
す
」

（
竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
・
蜻
蛉
日
記
・
枕
草
子
・
源
氏
物
語
・
紫
式
部
日

記
・
更
級
日
記
・
大
鏡
）、「
御
覧
」（
竹
取
物
語
・
蜻
蛉
日
記
・
枕
草
子
・
源

氏
物
語
・
紫
式
部
日
記
・
更
級
日
記
・
大
鏡
）
は
い
ず
れ
も
和
文
体
の
作
品
に

も
用
例
が
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
八
十
」
と
「
呪
咀
」（
観
智
院
本
三
宝
絵

に
あ
る
）
を
除
け
ば
、
一
般
の
和
文
体
に
見
ら
れ
る
も
の
と
言
え
る
。

【
和
語
か
ら
漢
語
へ
の
翻
案
】

『
古
事
談
』
で
仮
名
書
き
の
和
語
を
用
い
る
も
の
を
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で

は
漢
語
の
形
式
に
翻
案
す
る
場
合
を
あ
げ
て
お
く
。

キ
コ
エ
ム
ト
テ
（

の
料
に
）
六
九
、
マ
メ
（

大
豆
）
六
九
、
ケ
タ
ミ

テ
（

気
色
し
て
）
一
八
八

「
料
」
は
、
も
と
も
と
は
「
目
的
・
用
途
に
合
わ
せ
て
用
意
し
た
材
料
」
の

意
味
で
『
竹
取
物
語
』『
枕
草
子
』『
源
氏
物
語
』
な
ど
中
古
の
平
仮
名
の
和
文

体
の
作
品
に
用
例
が
あ
り
、「
目
的
」
を
表
す
例
も
『
大
鏡
』
な
ど
に
お
い
て

見
ら
れ
る
。「
大
豆
」
は
、
和
文
体
の
資
料
に
は
用
例
は
見
出
せ
な
い
が
、『
正

倉
院
文
書
』『
和
名
抄
』
な
ど
、
古
い
時
代
か
ら
用
例
が
見
ら
れ
る
。『
古
事

談
』
で
も
、
同
じ
話
で
「
大
豆
」
と
「
マ
メ
」
を
併
用
し
て
い
る
の
を
、『
宇

治
拾
遺
物
語
』
で
は
「
大
豆
」
に
統
一
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
古
事

談
』
の
「
ケ
タ
ミ
テ
」
は
、
貴
人
に
挨
拶
を
す
る
と
い
う
意
味
で
、『
古
事

談
』
以
前
に
用
例
が
見
ら
れ
ず
、『
義
経
記
』『
運
歩
色
葉
集
』
等
に
見
ら
れ
る

中
世
の
俗
語
と
思
わ
れ
る
語
で
あ
る
た
め
、
中
古
か
ら
和
文
体
に
用
い
た
「
気

色
﹇
け
し
き
〕」
を
継
ぐ
「
気
色
﹇
き
し
ょ
く
〕
し
て
」
に
翻
案
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

【
助
詞
・
助
動
詞
の
翻
案
】

漢
文
の
助
字
に
あ
た
る
も
の
を
翻
案
し
て
い
る
箇
所
を
上
げ
る
。

（
助
詞
）
於
（

に
て
）
四
・
六
七
・
一
八
八
、
雖
（

と
も
）
六
〇
、
哉

（

ぞ
）
六
九
・
六
九
・
一
三
五

宇
治
拾
遺
物
語
の
語
彙
と
文
体

一
四



（
助
動
詞
）
不
（

で
）
六
〇
、
如
（

た
て
た
る
や
う
に
て
）
六
〇
、
不
異

（

の
ご
と
く
）
六
〇

助
詞
に
お
い
て
は
、『
古
事
談
』
の
用
い
た
漢
文
の
助
字
に
対
し
て
、
漢
文

訓
読
調
の
「
に
お
い
て
」「
と
い
へ
ど
も
」「
か
な
」
な
ど
の
よ
う
な
直
訳
的
な

表
現
を
採
ら
ず
、
い
ず
れ
も
和
文
的
な
語
法
に
翻
案
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

助
動
詞
で
も
、「
不
」「
如
」
を
、「
ず
し
て
」「
ご
と
し
」
と
せ
ず
、
各
々

「
で
」「
や
う
に
て
」
と
和
ら
げ
て
翻
案
し
て
い
る
が
、
漢
文
訓
読
調
の
「
ご
と

し
」
の
み
は
和
文
体
に
お
い
て
も
少
数
用
い
ら
れ
る
語
法
と
し
て
、「
不
異
」

の
翻
案
に
用
い
て
い
る
の
が
注
意
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
変
体
漢
文
特
有
語
の
踏
襲
と
翻
案
】

令

給
（

せ
給
ふ
）
九
（
３
例
）・
六
〇
（
２
例
）・
一
八
四
、

間
（

あ
ひ
だ
）
六
〇
・
六
四
、
間
（

に
）
一
八
四
・
一
八
八
、

處
（

所
に
）
四
・（

処
に
）
六
七

変
体
漢
文
特
有
の
「
令

給
」
を
「
し
め
給
ふ
」
と
直
訳
し
た
例
は
な
く
、

「
せ
給
ふ
」（
九
に
３
例
、
六
〇
に
２
例
、
一
八
四
に
１
例
）
の
翻
案
が
多
く
、

和
文
化
の
方
向
が
窺
え
る
。
他
に
「
給
ふ
」（
一
八
四
に
２
例
）「
お
ぼ
し
め

す
」（
六
〇
に
１
例
）「
せ
お
は
し
ま
す
」（
六
四
に
１
例
）「
敬
語
省
略
」（
一

八
四
に
１
例
）
で
翻
案
す
る
例
が
あ
る
。

「
間
」
は
そ
の
ま
ま
「
あ
ひ
だ
」
と
す
る
例
が
３
例
（
六
〇
に
２
例
、
六
四

宇
治
拾
遺
物
語
の
語
彙
と
文
体

一
五

に
１
例
）
あ
り
、
他
に
「

に
」
と
す
る
例
が
３
例
（
一
八
四
に
２
例
、
一
八

八
に
１
例
）
見
ら
れ
る
。「
處
」
は
「
と
こ
ろ
」
と
す
る
例
が
２
例
（
四
と
六

七
に
各
一
例
）
あ
る
が
、「
已
然
形
＋
ば
」
に
翻
案
す
る
例
が
３
例
（
六
六
に

１
例
、
一
八
四
に
２
例
）、「

程
に
」
に
翻
案
す
る
例
が
３
例
（
四
に
２
例
、

一
八
八
に
１
例
）、「

時
に
」
に
翻
案
す
る
例
が
１
例
（
六
〇
）
あ
る
。「
間
」

「
處
」
の
接
続
助
詞
的
な
用
法
は
変
体
漢
文
に
源
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
は
こ
の
よ
う
な
様
々
な
翻
案
形
式
に
よ
っ
て
変
体
漢
文

的
な
用
法
を
和
ら
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
別
の
表
現
に
翻
案

を
せ
ず
「
あ
ひ
だ
」「
と
こ
ろ
」
を
そ
の
ま
ま
接
続
助
詞
的
に
用
い
た
例
も
あ

る
。
ま
ず
、「
あ
ひ
だ
」
は
、「

時
・

う
ち
に
」
な
ど
の
よ
う
な
時
間
を
指

示
す
る
用
法
も
あ
る
（『
古
事
談
』
を
典
拠
と
す
る
例
で
は
四
・
九
・
六
〇
・

六
九
・
一
〇
三
・
一
三
四
）
が
、
次
の
よ
う
に
「

の
で
・
か
ら
」
と
解
せ
る

接
続
助
詞
的
な
例
が
、『
古
事
談
』
を
典
拠
と
す
る
例
に
見
ら
れ
る
。

○
此
女
房
を
見
て
、
欲
心
を
お
こ
し
て
、
た
ち
ま
ち
に
病
と
な
り
て
、
す
で

に
死
な
ん
と
す
る
あ
い
﹇
ひ
〕
だ
、
弟
子
ど
も
あ
や
し
み
を
な
し
て
問
て

い
は
く
、「
こ
の
病
の
あ
り
さ
ま
、
う
ち
ま
か
せ
た
る
事
に
あ
ら
ず
。

」

（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
六
〇
）

見
此
女
房
発
欲
心
忽
病
成
、
已
及
死
門
之
間
、
弟
子
等
成
奇
問
云
、
比
御

病
體
非
普
通
事

（『
古
事
談
』
一
九
一
）

○
病
者
、
か
し
ら
も
そ
ら
で
年
月
を
送
た
る
あ
ひ
だ
、
ひ
げ
、
か
み
、
銀
の



針
を
た
て
た
る
や
う
に
て
、
鬼
の
ご
と
く
、（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
六
〇
）

病
者
不
剃
頭
、
送
年
月
之
間
、
鬢
髪
已
銀
針
、
其
陣
不
異
鬼
形
。

（『
古
事
談
』
一
九
一
）

前
者
は
、
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
の
よ
う
に
「
た
ち
ま
ち

死
の

う
と
す
る
の
で
、
弟
子
が
不
審
に
思
っ
て
」
と
解
さ
れ
、
後
者
も
「
頭
を
剃
ら

ず
に
年
月
を
送
っ
た
の
で
、

鬼
の
よ
う
で
あ
る
」
の
意
味
に
解
さ
れ
る
。

次
の
「
と
こ
ろ
」
の
場
合
で
も
、『
古
事
談
』
を
典
拠
と
す
る
例
で
、
接
続

助
詞
的
な
「

す
る
と
・

し
た
と
こ
ろ
」
の
意
味
の
例
が
見
ら
れ
る
。

○
善
男
、
お
ど
ろ
き
て
、
よ
し
な
き
事
を
語
て
け
る
か
な
と
お
そ
れ
思
て
、

主
の
郡
司
が
家
へ
行
向
ふ
所
に
、
郡
司
き
は
め
た
る
相
人
也
け
る
が
、
日

来
は
さ
も
せ
ぬ
に
、
事
の
外
に
饗
応
し
て
、
わ
ら
う
だ
と
り
い
で
、

（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
四
）

善
男
ヲ
ド
ロ
キ
テ
、
無
由
事
ヲ
カ
タ
リ
テ
ケ
ル
カ
ナ
ト
恐
思
テ
、
主
ノ
郡

司
宅
ヘ
行
向
之
處
、
郡
司
極
タ
ル
相
人
ニ
テ
ア
リ
ケ
ル
ガ
、
日
ゴ
ロ
ハ
其

儀
モ
ナ
キ
ニ
、
事
ノ
外
饗
応
シ
テ
、
円
座
ト
リ
テ
、（『

古
事
談
』
一
四
九
）

○
そ
の
辺
の
在
家
を
し
る
し
け
る
に
、
我
家
し
る
し
の
ぞ
き
け
れ
ば
、
た
づ

ぬ
る
処
に
、
使
の
い
は
く
、「
永
超
僧
都
に
魚
た
て
ま
つ
る
所
也
。
さ
て
、

し
る
し
の
ぞ
く
」
と
い
ふ
。

（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
六
七
）

在
家
ヲ
注
ケ
ル
ニ
、
我
家
ヲ
注
除
ケ
レ
バ
、
問
子
細
之
處
、
使
者
等
云
ク
、

永
超
僧
都
贄
立
之
所
ナ
リ
。
仍
注
除
之
云
云

（『
古
事
談
』
二
五
九
）

こ
れ
ら
は
、
和
文
体
を
基
本
と
す
る
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
が
変
体
漢
文
特
有
の

語
法
を
そ
の
ま
ま
取
り
込
ん
だ
例
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

【
漢
文
訓
読
特
有
語
の
踏
襲
と
翻
案
】

次
に
、
漢
文
訓
読
特
有
語
の
「
い
は
く
」
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
、『
古
事

談
』
の
「
云
」
を
踏
襲
し
て
「
い
は
く
」
を
用
い
た
場
合
、『
古
事
談
』
に
対

す
る
増
補
箇
所
に
「
い
は
く
」
を
用
い
た
場
合
、
ま
た
、「
い
ふ
や
う
」
が
増

補
箇
所
や
、『
古
事
談
』
の
「
曰
」
の
翻
案
に
用
い
た
場
合
に
分
け
て
用
例
を

あ
げ
る
。

（
踏
襲
の
例
）

○
妻
の
い
は
く
「
そ
こ
の
ま
た
こ
そ
、
裂
か
れ
ん
ず
ら
め
」
と
あ
は
す
る
に
、

（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
四
）

妻
云
ク
、
ソ
ノ
マ
タ
コ
ソ
ハ
サ
カ
レ
ン
ズ
ラ
メ
ト
合
ニ
、

（『
古
事
談
』
一
四
九
）

○
郡
司
が
い
は
く
、「
汝
、
や
む
ご
と
な
き
高
相
の
夢
見
て
け
り
。
そ
れ
に
、

よ
し
な
き
人
に
語
り
て
け
り
。
か
な
ら
ず
、
大
位
に
は
い
た
る
と
も
、
事

い
で
来
て
、
罪
を
か
ぶ
ら
ん
ぞ
」
と
い
ふ
。
（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
四
）

郡
司
云
ク
、
ナ
ン
ヂ
ハ
無
止
高
相
ノ
夢
ミ
テ
ケ
リ
。
而
無
由
人
ニ
カ
タ
リ

テ
ケ
リ
。
カ
ナ
ラ
ズ
大
位
ニ
ハ
イ
タ
ル
ト
モ
、
定
依
其
徴
不
慮
之
事
出
来
、

宇
治
拾
遺
物
語
の
語
彙
と
文
体
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有
坐
事
歟
云
云
。

（『
古
事
談
』
一
四
九
）

○
心
誉
僧
正
に
祈
ら
れ
ん
と
て
、
召
に
つ
か
は
す
ほ
ど
に
、
ま
だ
参
ら
ざ
る

さ
き
に
、
女
房
の
局
な
る
小
女
に
、
物
つ
き
て
申
て
い
は
く
、「
別
の
事

に
あ
ら
ず
。
き
と
目
見
い
れ
た
て
ま
つ
る
に
よ
り
て
、
か
く
お
は
し
ま
す

な
り
。
僧
正
参
ら
れ
ざ
る
先
に
、
護
法
さ
き
だ
ち
て
、
参
り
て
、
追
い

﹇
ひ
〕
は
ら
ひ
さ
ぶ
ら
へ
ば
、
逃
を
は
り
ぬ
」
と
こ
そ
申
け
れ
。

（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
九
）

心
譽
僧
正
ニ
イ
ノ
ラ
セ
ム
ト
テ
召
遣
之
程
ニ
、
速
參
以
前
女
房
局
ナ
ル
小

女
ニ
物
ツ
キ
テ
申
云
ク
、
非
別
事
。
思
、
キ
ト
目
ヲ
依
奉
見
入
如
此
御
坐

也
。
僧
正
不
被
參
之
前
、
護
法
前
立
テ
參
テ
、
追
拂
候
ヘ
バ
逃
候
ト
コ
ソ

申
ケ
レ
。

（『
古
事
談
』
二
五
二
）

○
弟
子
ど
も
あ
や
し
み
を
な
し
て
、
問
て
い
は
く
、「
こ
の
病
の
あ
り
さ
ま
、

う
ち
ま
か
せ
た
る
事
に
あ
ら
ず
。
お
ぼ
し
め
す
事
の
あ
る
か
。
仰
ら
れ
ず

は
、
よ
し
な
き
事
也
」
と
い
ふ
。

（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
六
〇
）

弟
子
等
成
奇
云
、
此
御
病
體
非
普
通
事
。
有
令
思
給
事
歟
。
不
被
仰
者
、

自
他
無
由
事
也
云
云
。

（『
古
事
談
』
一
九
一
）

〈
以
上
の
他
に
、「
い
は
く
」
の
例
は
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
六
〇
に
２

例
、
六
三
話
に
１
例
、
六
九
例
に
１
例
、
一
三
五
話
に
１
例
が
あ
る

（
増
補
の
例
）

○
僧
正
の
い
は
く
「
い
か
な
り
と
も
、
な
じ
か
は
、
は
さ
ま
ぬ
や
う
や
あ
る

宇
治
拾
遺
物
語
の
語
彙
と
文
体

一
七

べ
き
。
投
げ
や
る
と
も
、
は
さ
み
食
ひ
て
ん
」
と
あ
り
け
れ
ば
、

（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
六
九
）

僧
正
、
イ
カ
ナ
リ
ト
モ
、
ナ
ジ
カ
ハ
ハ
サ
マ
ヌ
様
ハ
ア
ル
ベ
キ
。
投
遣
ト

モ
ハ
サ
ミ
食
テ
ン
ト
ア
リ
ケ
レ
バ
、

（『
古
事
談
』
二
一
五
）

一
方
、「
い
ふ
や
う
」
は
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
増
補
し
た
例
が
１
例
、『
古

事
談
』
の
「
曰
」
を
翻
案
し
た
例
が
１
例
見
ら
れ
る
。

（
増
補
の
例
）

○
さ
れ
ど
も
、
こ
の
女
な
、
お
そ
る
ゝ
け
し
き
な
く
し
て
、
い
ふ
や
う
、

「
年
来
た
の
み
た
て
ま
つ
る
心
ざ
し
浅
か
ら
ず
。
な
に
事
に
さ
ぶ
ら
ふ
と

も
、
い
か
で
か
仰
ら
れ
ん
事
、
そ
む
き
た
て
ま
つ
ら
ん
。
御
身
く
づ
お

﹇
ほ
〕
れ
さ
せ
給
は
ざ
り
し
さ
き
に
、
な
ど
か
仰
せ
ら
れ
ざ
り
し
」
と
い

ふ
時
に
、

（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
六
〇
）

然
而
此
女
敢
無
怖
畏
之
気
、
年
来
奉
憑
之
志
、
不
浅
。
雖
何
事
候
争
不
奉

貴
命
哉
。
如
此
御
身
ク
ヅ
ヲ
レ
サ
セ
不
給
之
前
、
ナ
ド
カ
不
被
仰
哉
云
云
。

（『
古
事
談
』
一
九
一
）

（
翻
案
の
例
）

○
念
珠
を
と
り
て
、
を
﹇
お
〕
し
も
み
て
い
ふ
様
、「
う
れ
し
く
、
来
ら
せ

給
た
り
。〈
中
略

僧
を
生
ま
せ
た
ま
は
ば
、
法
務
の
大
僧
正
を
生
せ
給

へ
」
と
い
ひ
お
﹇
を
〕
は
り
て
、
す
な
は
ち
死
ぬ
。

（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
六
〇
）



執
念
珠
ヲ
シ
モ
ミ
テ
曰
、
ウ
レ
シ
ク
令
来
給
タ
リ
。〈
中
略

僧
ヲ
令
生

給
バ
法
務
大
僧
正
ヲ
生
給
ベ
シ
ト
祈
畢
。
即
以
命
終
云
云
。

（『
古
事
談
』
一
九
一
）

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
全
体
で
見
る
と
「
い
は
く
」

例
、「
い
ふ
や
う
」

例

で
あ
っ
て
、
全
体
に
「
い
ふ
や
う
」
の
使
用
が
大
き
く
勝
っ
て
い
る
。
ま
た
、

『
今
昔
物
語
集
』
と
の
類
話
で
見
る
と
、『
今
昔
物
語
集
』
が
「
云
ク
」
を
用
い

る
箇
所
で
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
が
「
い
ふ
や
う
」
を
と
る
例
が
３
例
（
五
六
・

一
八
三
・
一
八
五
）
あ
る
が
、『
今
昔
物
語
集
』
が
「
云
フ
様
」
を
用
い
る
箇

所
で
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
が
「
い
は
く
」「
い
ふ
や
う
」
を
と
る
例
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
、『
古
事
談
』
と
の
比
較
で
言
え
ば
、「
い
は
く
」
の
使
用
は
、『
古

事
談
』
の
表
現
を
踏
襲
し
た
例
が
全
体
で
９
例
あ
る
の
に
対
し
て
、
増
補
箇
所

に
は
１
例
用
い
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
用
例
の
多
い
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
六
〇

話
を
と
り
あ
げ
る
と
、『
古
事
談
』
の
「
云
」
を
踏
襲
し
た
箇
所
に
「
い
は

く
」
を
用
い
た
例
が
３
例
あ
る
の
に
対
し
て
、
増
補
の
箇
所
と
、『
古
事
談
』

の
「
曰
」
を
翻
案
し
た
箇
所
に
「
い
ふ
や
う
」
を
用
い
た
例
が
各
１
例
ず
つ
見

ら
れ
る
。『
古
事
談
』
以
外
で
の
「
い
は
く
」
の
例
は
出
典
未
詳
話
の
例
が
多

い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
『
古
事
談
』
の
翻
案
状
況
か
ら
考
え
る
と
、

「
い
は
く
」
の
使
用
は
出
典
の
表
現
の
踏
襲
に
よ
っ
て
用
い
る
例
が
多
い
と
推

測
さ
れ
る
。「
い
は
く
」
の
用
例
は
、
中
古
の
物
語
で
も
和
文
調
の
強
い
『
伊

勢
物
語
』
に
「
い
は
く
」
１
例
、「
い
ふ
や
う
」
１
例
（「
た
ば
か
り
た
ま
ふ
や

う
」
の
形
）、『
大
和
物
語
』
で
「
い
は
く
」
０
例
、「
い
ふ
や
う
」
９
例
（「
い

ひ
け
る
や
う
」「
申
す
や
う
」「
仰
せ
た
ま
ふ
や
う
」
を
含
む
）、『
源
氏
物
語
』

で
「
い
ふ
や
う
」
４
例
、「
い
は
く
」
０
例
の
よ
う
な
状
況
で
用
例
は
少
な
い

の
で
あ
る
が
、
漢
文
訓
読
調
の
強
い
『
竹
取
物
語
』
で
、「
い
は
く
」

例
、

「
い
ふ
や
う
」
７
例
、『
大
鏡
』
で
「
い
は
く
」
１
例
、「
い
ふ
や
う
」
９
例
、

『
宇
津
保
物
語
』
で
「
い
は
く
」
８
例
、「
い
ふ
や
う
」

例
が
見
ら
れ
る
。

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
よ
う
に
多
く
の
例
を
用
い
る
の
は
和
文
体
の
文
章
と
し

て
は
新
し
い
傾
向
と
い
え
よ
う
が
、『
古
事
談
』
に
よ
る
説
話
で
は
出
典
の
踏

襲
に
よ
る
例
が
大
半
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
出
典
の
内
容
を
忠
実
に
受

け
継
ぐ
こ
と
に
重
点
が
あ
っ
た
た
め
に
、
漢
文
訓
読
特
有
語
を
踏
襲
す
る
場
合

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

三

む
す
び

以
上
見
た
よ
う
に
、『
古
事
談
』
と
の
比
較
で
見
る
限
り
で
は
、『
宇
治
拾
遺

物
語
』
の
語
彙
・
語
法
は
、
旧
来
の
平
仮
名
に
よ
る
和
文
体
に
用
い
ら
れ
て
い

る
範
囲
を
大
き
く
出
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
語
法
的
な
面
で
は
、「
あ

ひ
だ
」「
と
こ
ろ
」
や
「
い
は
く
」
な
ど
、『
古
事
談
』
の
影
響
で
用
い
た
変
体

漢
文
や
漢
文
訓
読
文
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
点
も
、
見
逃
せ
な
い
。『
古
事

談
』
に
用
い
ら
れ
た
語
彙
・
語
法
の
う
ち
で
、
和
文
体
に
も
用
い
ら
れ
る
も
の

は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
も
踏
襲
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
難
解
な
も
の
に
つ

宇
治
拾
遺
物
語
の
語
彙
と
文
体
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い
て
は
平
易
な
和
語
に
変
換
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
全
体
と
し
て
は
和
文
体
の

表
現
に
置
き
換
え
る
意
識
は
か
な
り
強
い
と
思
わ
れ
る
。

右
の
考
察
に
よ
っ
て
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
語
彙
・
語
法
は
、
基
本
的
に

は
和
文
体
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
り
、
例
外
的
に
含
ま
れ
る
変
体
漢
文
や
漢
文

訓
読
文
の
語
法
は
、
翻
案
の
過
程
で
『
古
事
談
』
の
要
素
を
直
接
取
り
入
れ
た

場
合
が
中
心
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
漢
文
的
な
文
献
を
資

料
に
し
て
和
文
（
平
仮
名
文
）
が
書
か
れ
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
の
は
、
中
世

の
和
文
体
の
質
の
変
化
を
も
た
ら
す
要
因
の
一
つ
に
な
っ
た
と
言
え
る
の
で
は

な
い
か
。『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
は
和
文
体
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
漢
文
訓
読

文
の
要
素
が
混
じ
る
要
因
は
、
和
文
体
を
基
調
と
す
る
文
体
を
用
い
な
が
ら
も
、

こ
の
よ
う
な
出
典
の
内
容
の
忠
実
に
踏
襲
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
。

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
場
合
、
す
べ
て
を
和
文
体
の
用
語
に
改
変
し
た
の
で
は

な
く
、
和
文
体
に
も
な
じ
み
や
す
い
変
体
漢
文
や
漢
文
訓
読
文
の
用
語
の
一
部

が
踏
襲
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
和
漢
混
交
現
象
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
、『
古
事
談
』
を
通
し
て
漢
語
や
変
体
漢
文
特
有
語
・
漢
文
訓
読

特
有
語
な
ど
の
翻
案
の
状
況
を
考
察
し
た
が
、
文
体
に
関
わ
る
語
彙
で
あ
る
漢

語
全
体
の
様
相
や
、
さ
ら
に
漢
字
表
記
と
の
関
わ
り
な
ど
も
重
要
な
問
題
で
あ

る
。
特
に
名
詞
類
の
漢
語
に
つ
い
て
は
、
漢
字
表
記
さ
れ
る
漢
語
を
出
典
か
ら

直
接
導
入
し
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
だ
が
、
本
稿
で
は
十
分
考
察
を
す
る
こ

宇
治
拾
遺
物
語
の
語
彙
と
文
体

一
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と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。

注

山
田
俊
雄
「
和
漢
の
混
淆
」（『
岩
波
講
座

日
本
語
』
昭
和
五
二
年
）

築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会

昭
和
三
八
年
）

益
田
勝
美
「
古
事
談
と
宇
治
拾
遺
物
語
の
関
係
」（『
日
本
文
学
史
研
究
』
昭
和
二

五
年
七
月
）
た
だ
し
、
本
稿
で
扱
っ
た
話
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
、
新
日
本
古
典

文
学
大
系
で
同
文
的
内
容
と
さ
れ
た
も
の
に
限
っ
た
。

山
岡
敬
和
「
聖
と
俗
へ
の
志
向
｜
｜
宇
治
拾
遺
物
語
編
者
の
採
録
意
識
を
め
ぐ
っ

て
｜
｜
」（『
國
學
院
雑
誌
』
昭
和
五
九
年
三
月
）

桜
井
光
昭
「
敬
語
の
表
記
か
ら
見
た
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
文
体
」（『
国
語
語
彙

史
の
研
究
』
十
一

平
成
二
年
十
二
月
）

峰
岸
明
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会

昭
和
六

一
年
）
を
参
照
。

「
あ
ひ
だ
」
で
接
続
助
詞
的
な
用
法
と
解
せ
る
例
は
、
他
に
２
例
あ
る
（
一
五
話

の
出
典
未
詳
話
と
、
三
二
話
の
今
昔
と
の
類
話
）。

「
と
こ
ろ
」
で
接
続
助
詞
的
な
用
法
と
解
せ
る
例
は
他
に
１
例
あ
る
（
一
一
三
話

の
今
昔
と
の
類
話
）

「

や
う
」
の
語
法
は
「
い
ふ
や
う
」
以
外
に
「
み
る
や
う
」
の
例
が
２
例
あ
り
、

い
ず
れ
も
『
古
事
談
』
の
「
見
様
」
の
踏
襲
の
例
で
あ
る
。
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